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編集委員のひとりごと‥‥‥‥‥このスペースでは、本号編集を担当した当事業所職員の生の声をお届けします！

【ホームページアドレス】

☆新濃尾農地防災事業所：http://www.tokai.maff.go.jp/nougyou/seibi/kensetu/sinnoubi/

☆農林水産省：http://www.maff.go.jp/　　☆東海農政局：http://www.tokai.maff.go.jp/

編集･発行

農林水産省 東海農政局 新濃尾農地防災事業所（しんのうびのうちぼうさいじぎょうしょ）

（〒491-0903　愛知県一宮市八幡5-1-4　TEL0586-47-7720　FAX0586-47-6851）

犬山支所（〒484-0085　愛知県犬山市大字犬山字西古券地先　TEL0568-62-6201）

羽島支所（〒501-6074　岐阜県羽島郡笠松町新町42　TEL058-218-2127）

　★ このたび、広報誌の発行を始めました農林水産省の新濃尾農地防災事業所です！

　★ 一宮市に「事業所」を構えて、農業用水に関わる仕事に携わっている出先機関です。

　★ この広報誌を通じて、地域の皆さまにいろいろな情報を発信していく予定です。

　木曽川を水源として「濃尾平野」という広大な沃

野
※
を三百数十年来に渡り潤し続ける宮田用水、木

津用水、羽島用水という３つの農業用水の名前を皆

さんはご存じですか？

　今から約40年前、農林水産省では、これら農業

用水の安定的な取水や合理的な利用を行うために、

農家の方々の申請に基づいて「濃尾用水農業水利事

業」という大規模な工事を実施し、各用水を1ヶ所

で取水できる犬山頭首工やそこから続く用水路など

を造りました。この犬山頭首工から取水する３つの

農業用水を合わせて「濃尾用水」と言います。

　この濃尾用水を流すための各農業水利施設が正常

に機能するために、農林水産省では、平成10年よ

り「新濃尾農地防災事業」をスタートさせ、各施設

の補修や改修を行っています。

　地域の様子の変化にあわせて、施設をより安全な

ものに直していくという事業の意味を込め「リフ

レッシュ濃尾用水」。この広報誌を通じて、これか

ら、地域の皆さまにいろいろな情報を発信していく

予定です。

農林水産にまつわる意外に知
られていない情報やお役立ち
情報を掲載していきます。

リフレッシュ濃尾用水・編集事務局

　紙面の内容に限らず、農業農村整備事業に興味のある方は、お気軽にお問い合わせ下さい。

【編集発行】

　農林水産省東海農政局

　新濃尾農地防災事業所

　2004年5月　創刊号

Ａ２：農業土木※の専門用語で、農業用水の取水堰のことを言います。河川から用水路へかんがい用水を引き込む

　　　ために設ける堰上げの構造物で、取水堤・取り入れ口等からなります。ダムと違い貯水機能はありません。

　　　用水路を大蛇にたとえ、川から水を飲み込んでいる部分を頭部に見立ててこの名前がついたのかな？

　　　※「農業土木」という言葉は、水田農業を基軸に土や水を扱う土木技術・管理技術等を発展させてきた日

　　　　本特有の言葉（分野）です。国際的にも適当な言葉はなく「nogyodoboku」と表現されています。

濃尾用水ができるまでは、宮田、木津、羽島用水の各3用水は別々に水を取

り入れていましたが、洪水により川の流れが変わると取水が困難になるな

ど、安定的な取水を続けることは容易ではありませんでした。

3つの用水を合わせて安定した取水とするため、今から約40年前に農林省

（現在の農林水産省）が、犬山頭首工を新しくつくり、古い水路をつくり直

すなどして「濃尾用水」という新しい用水ができました。

A１：「農地防災」とは、安全で安心な農産物を農地から安定して生産するために必要な「農業用水・かんがい

　　　施設・排水施設等」を守り、維持対策を行うとともに、これらの施設・農地・水質などが原因で、国民の

　　　健康・生命・財産を脅かすことのないように、災害を未然に防止することです。

　　　「新濃尾（しんのうび）」とは、事業地区名のことで、以前にこの地域で農林水産省が実施した「濃尾用

　　　水地区」と事業の対象地域が同じであることから、区別するために「新」を付けました。

Q１：新濃尾農地防災事業所ってどんな仕事をしているところ？

Q２：犬山頭首工の「頭首工（とうしゅこう）」ってなに？

一粒のモミが秋には2,000粒に！その2,000粒のコメが1個のおにぎりに！

　　　　　あじさい祭り＆ウォーク
　　日時：6月13日（日）9:00～（雨天決行）

　　場所：羽島用水東幹線＜羽島市正木地区公民館周辺＞

　　主催：正木町文化芸能振興会

※沃野（よくや）：作物のよくできる平野のこと。
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編集委員（M）‥‥‥記念すべき創刊号、ついに発刊（喜・涙）！今後ともよろしくお願いします。 編集委員（A）‥‥‥創刊号から満点のようなデキとはなかなかいきませんでしたが、引き続き頑張ります。

　木曽川の河口からおよそ57kmのところで、岐阜県各務原市と愛知県犬山市をまたいで位

置する犬山頭首工は、築造後約40年が経過し、度重なる洪水による木曽川の河床低下など

のため、その機能が低下してきており、災害の危険性が増大しています。

　このため、犬山支所では、頭首工の機能を回復することを目的に平成12年度から補修工

事を担当しています。工事は、河川内での作業となるため、洪水の危険が少ない非出水期

（10月～翌年5月までの8ヶ月間）に行う必要があり、約６年間（6回の仮締切）かけて犬

山頭首工全体の補修工事を完了する予定です。

　右岸側（岐阜県側）の第1～3期締切工事は、平成15年7月までに既に完了し、現在は、

左岸側（愛知県側）の第４期締切工事を行っています。

【犬山頭首工の補修工事】

　左の写真は、4回目の締切工事の

　ようすを犬山城から撮影したもの

　です。

　工事は平成18年５月まで実施する

　予定です。

左の写真の生き物を何だかわかるかな？

おたまじゃくし？ではないよ。

カブトエビっていうんだよ。
見たことあるかな？ちょうど、今頃の田植えの

終わった後の田んぼで見られるんだ。ずっと昔

から姿を変えないから「生きた化石」とも言わ

れているんだ。田んぼの草を食べて大きくなる

んだよ。

みんなの近くの田んぼにはいるかな？

みんなで探しにいってみよ～！

　

　大江排水路は、もともと農業用の「用排水路」でした

が、昭和50年代に新たに並行して用水路を造り、農業用

の「排水路」として整備されました。

　その後、大江排水路の周辺では都市化が急激に進んだ

ため、降雨時の排水流出量が増大してしまいました。こ

のため、大江排水路の排水断面に不足が生じ、周辺の農

地等に湛水被害が生じています。また、広域的な災害の

発生も心配されるところです。

　このため、現在、新濃尾農地防災事業所では、この排

水断面の不足に対応し、災害を未然に防止するため、10

年に1回程度の大きな降雨にも対応できるよう大江排水路

の整備を行っています。

　羽島支所では、犬山頭首工から笠松町の東西分水工

までを流れる羽島用水路（約18ｋｍ）の改修工事を

犬山支所とともに担当しています。

　工事は、10月から翌年3月までの非かんがい期に、

既設の鉄筋コンクリート水路を取り壊して、ＦＲＰＭ

管（強化プラスチック複合管）φ2,200～1,650ｍｍ

に改修（埋設）するもので、既に、平成15年度まで

に各務原市前渡東から岐南町平島までの約9.4ｋｍが

完了しています。

【羽島用水路の改修工事】

　既設の用水路を取り壊して、新たに

　パイプを地下に埋設していきます。

【大雨が降った後の大江排水路】

　周辺の都市化が進むと、水を蓄える

ことのできる水田や畑が、アスファル

ト舗装や屋根に覆われた地面ばかりに

なり、雨水の流れ出る時間が速くなり

ます。

　このため、雨水が短時間に集中して

排水路に流れ込むこととなり、排水流

出量が増えることになります。

　（写真提供：水土里ネット宮田用水）

参考URL　 http://www.k-kusano.com
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